








結論 

1.IgA 腎症では,治療の有無にかかわらず糸球体の硬化性変化は時と共に進行する。 

2.ステロイドの投与は,糸球体硬化を促進させる可能性がある。 

3.しかし糸球体硬化は 1gA 腎症における糸球体の組織学的活動性の結果とも考えられる。 

4.DP 投与では,糸球体硬化が促進するという証拠はない。しかし組織学的活動性を鎮静化

させる能力は弱いと考えられる。 

5.以上の諸点をより明確化させるためには,よく計画された prospective な研究が不可欠

で,この研究なしでは 1gA 腎症に対する,有効な治療法の確立は望めない。 


